
株主メモ
毎年4月1日から翌年3月31日まで

毎年6月

毎年3月31日

期末配当の基準日　毎年3月31日

中間配当の基準日　毎年9月30日

上記のほか、基準日を定めて剰余金の配当をすることがで

きます。

100株

みずほ信託銀行株式会社

（https://www.mizuho-tb.co.jp）

東京都中央区八重洲一丁目2番1号

みずほ信託銀行株式会社 本店証券代行部

東京都中央区八重洲一丁目2番1号

みずほ信託銀行株式会社 証券代行部

（https://www.mizuho-tb.co.jp/daikou/index.html）

〒168‒8507 東京都杉並区和泉二丁目8番4号

0120‒288‒324（フリーダイヤル）

（土・日・祝日を除く 9：00～17：00）

当社の公告方法は、電子公告としております。

ただし事故その他やむを得ない事由により電子公告をする

ことができないときは、日本経済新聞に掲載しております。

当社の公告掲載URLは次のとおりです。

https://www.momotaro.co.jp/

1.株主様の住所変更その他各種お手続につきましては、

　原則としてお取引きをされている証券会社等でのお取り

　扱いとなります。

2.特別口座の株式に関するお手続につきましては、みずほ

　信託銀行でのお取り扱いとなります。

事 業 年 度

定 時 株 主 総 会

株 主 確 定 基 準 日

剰 余 金 の

配 当 基 準 日

1 単 元 の 株 式 数

株 主 名 簿 管 理 人

事 務 取 扱 場 所

郵 便 物 送 付 先

電 話 照 会 先

公 告 掲 載 方 法

各 種 お 手 続 の

お取り扱いについて

本社所在地：〒342‒0008 埼玉県吉川市旭 7番地 1
本社営業所：〒342‒8505 埼玉県吉川市あさひ桃太郎 1‒1‒1　ＴＥＬ 048‒991‒1000
東 京 本 部：〒100-8235 東京都千代田区丸の内桃太郎（鉃鋼ビル本館５階）TEL 03-3261-1000

証券コード：9090

３PL＆プラットフォームカンパニー

レポートレポートレポートレポート
2020年4月1日▶2021年3月31日
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代表取締役社長
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　株主の皆様には、平素より格別のご支援・ご鞭撻を賜り、厚く御礼申し上げます。当社第48期連結累計期間（2020年4月1日～
2021年3月31日）における経営成績がまとまりましたので、ここにご報告申し上げます。

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、社会・経済活動の停滞・縮小が深刻化し、いまだ予断を許さない状況にあり
ます。物流業界においても、生産活動の停滞や個人消費の落ち込みにより、国内貨物輸送量は総体的に低調で、厳しい状況
が続いております。
　このような環境のなか、当社グループでは「中期経営計画2022」で掲げた「人材の確保及び育成」「先端技術の研究・
活用」「新たな市場開発」に取り組み、生産性の向上や事業領域の拡大に努めました。また、EC（エレクトロニックコマー
ス）物流事業、低温食品物流事業、BCP（事業継続計画）物流事業を、社会インフラとなるコア事業として一層強化し

激変する環境に 即応し、持続的な成長に努めます。
ました。
　EC物流事業では、「ECラストワンマイル当日お届けサービス」や個人事業主「MQA（Momotaro・Quick 
Ace）」の開業支援を発展させるとともに、9月に完全子会社化した日本物流開発と経営統合を行い、シナジー効果
による機能強化を図りました。低温食品物流事業では、「AZ-COM 7PL」(アズコムセブン・パフォーマンス・ロジス
ティクス／7つの経営支援機能を付加した3PL）で鮮度の高さを売り物とする「産直」などを強化。BCP物流事業では、

「AZ-COM丸和・支援ネットワーク」のパートナー企業と、物流事業を通じたライフラインの確保に貢献しています。

　今後とも社会インフラとしての物流事業拡大を計画的に推し進めるとともに、DX（デジタル・トランスフォーメーション）
を一層加速させ、持続的成長の実現に努めます。

Top Message

18.18.9595円
決算のポイント

売上高

（前期比14.0%増）

億円
（前期比11.8%増）8282

経常利益

億円1,1211,121

激変する環境に即応し、更なる変革を推進します。

当社グループの当連結会計年度における経営成績は、
売上高1,121億1,300万円（前年同期比14.0％増）、営業利益80億1,900万円（同11.5％増）、
経常利益82億6,200万円（同11.8％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は55億3,600万円（同14.9％増）の増収増益となりました。
激変する環境に即応し、事業領域の拡大に努め、更なる変革を推進いたします。

※当社は、2019年10月１日付、2021年１月１日付でそれぞれ普通株式１株につき２株の割合をもって株式分割を行っております。2021年３月期末につきましては、当該株式分割を考慮した配当金額を記載しております。 
※2021年３月期の年間配当額は、創業50周年の記念配当（中間配当につき７円50銭、期末配当につき３円75銭）を含めております。 

配当金※
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オールリクルート体制で優秀な人材を採用、
DXを加速させ、「産直」も強化しました。

「人材の確保及び育成」など、
各施策の状況を教えてください。Q2

2022年3月期の配当性向は40.8％を予定。
深い感謝の気持ちで業績向上に努めます。

配当性向の方針や株主の皆様への
メッセージをお願いします。Q4

コロナ禍において、事業を拡大し、業界トップ
クラスの成績を収めることができました。

当期の取り組みと決算のポイントに
ついて教えてください。Q1

「 激変する環境に即応し、持続的な成長に努めます。 」「 激変する環境に即応し、持続的な成長に努めます。すす  」
Top Message

　人材の確保は、全社オールリクルート体制を推進し、当期は
454名の優秀な人材を採用することができました。
　「人材」の育成では、物流の基礎などを習得する社内研修をはじ
め、入社して最初の6ヵ月間は毎週1回の面談を実施しており、そ
のあとの6ヵ月間は、毎月1回の面談でフォローアップしていま
す。こまめに面談を行うことにより、仕事での不安や疑問、悩みな
どを解消することで、明るい職場環境づくりに努めております。
　人の成長なくして、企業の成長はありません。私は、「仕事の報
酬は仕事だよ！」と説いています。仕事の報酬はお金だと思われが
ちですが、そうではありません。お客様の求めに応じ、悩み事、困
り事を解決して、喜んでいただくことが仕事の根本です。しっかり
と品質の高い出来栄えの良い仕事をして、お客様に喜んでいただ
き、評価されれば、次から次へと仕事が生まれます。そして、新た
な仕事を通じて自分たちも更に成長し、多くのチャンスを得るこ
とができるのです。だから、「仕事の報酬は仕事だ」と説いている
のです。
　先端技術の研究・活用では、DXを推進するため、社内外のメン
バーで構成するプロジェクトを立ち上げ、意見交換の成果を取り
組みに反映させ、さらに、今年４月より新部署を立ち上げ加速させ
ております。
　また、当社グループのアズコムデータセキュリティが、埼玉県秩
父市をはじめとし、「ドローン物流」「遠隔医療」「MaaS」（貨客混
載・EVカーシェアリング）などの先端技術を活用して、秩父市の山
間地域におけるスマートモビリティを推進する、生活交通・物流融
合事業に参加しました。
　新たな市場開発では、スピードと鮮度の高さが命の「産直」の強
化に努めました。

　コロナ禍において、物流業界も大きな打撃を受けており、慎重
な事業運営とならざるを得ませんが、「3PL（サードパーティ・ロジ
スティクス）＆プラットフォームカンパニー」としての責務を果たす
ため、当第48期は、前期にスタートさせた「中期経営計画2022」
の各施策に、しっかりと取り組みました。
　また、コア事業と位置づけた、EC物流事業、低温食品物流事
業、BCP物流事業の拡大に努めました。その結果、特にEC物流事
業、低温食品物流事業が順調に成長し、業績の向上に大きく貢献
しました。
　先行き不透明なことから、多くの企業が業績予想の発表を控え
るなか、当社グループでは2020年5月に通期の連結業績の予想
を売上高1,000億円、営業利益73億2,000万円、経常利益75億
円、親会社株主に帰属する当期純利益48億3,000万円と公表い
たしました。
　その後、コロナ禍による消費行動の変化によって、独自の「EC
ラストワンマイル当日お届けサービス」の需要が堅調に伸びると
ともに、低温食品を中心とする食品物流の需要も増加し、同年11
月、売上高1,100億円、営業利益79億円、経常利益81億円、親会
社株主に帰属する当期純利益は52億1,000万円と、上方修正い
たしました。
　最終的には、売上高が1,121億1,300万円、営業利益が80億
1,900万円、経常利益が82億6,200万円、親会社株主に帰属す
る当期純利益は55億3,600万円となり、前年同期比では、それぞ
れ14.0％増、11.5％増、11.8％増、14.9％増と増収増益を果た
し、予想を上回る業界トップクラスの経営成績を収めることがで
きました。
　これは、社員、従業員、関係者の皆さんが新型コロナウイルス
感染防止に徹底し、一丸となって、本当によく頑張ってくれたおか
げです。

EC物流や低温食品物流では機能を強化、
北陸豪雪災害時は広域物流支援を実施しました。

EC物流、低温食品物流、BCP物流の
各事業への取り組み状況を教えてください。Q3

　配当性向は、業界トップクラスの30％以上を掲げており、2022
年3月期は40.8％を予定しております。また、同期連結業績は、売
上高1,200億円、営業利益84億1,000万円、経常利益88億円、
親会社株主に帰属する当期純利益58億5,000万円を見込んでい
ます。
　当社グループでは、総力を挙げて、社会貢献に努めており、
2021年3月には、京都大学創立125周年記念事業の一環として、
総額約4億円規模の寄付による天然芝・人工芝のラグビー場整備
が完了しました。当社グループの関西丸和ロジスティクスのラグ
ビー部と、京都大学のラグビー部が合同で練習をしてきたご縁に
よるものであり、「京都大学丸和運輸機関ラグビーフィールド」と
命名されました。このような取り組みを通じて、引き続き地域
貢献・社会貢献にも邁進してまいります。
　今後とも、株主の皆様のご支援に深い感謝の気持ちを持って
業績向上に努めます。当社グループにご期待ください。

京都大学丸和運輸機関ラグビーフィールド

　EC物流事業では、独自のラストワンマイル配送網の構築をはじ
め、個人事業主「MQA（Momotaro・Quick Ace）」の開業支援に
よるセールスドライバーの確保、物流センター運営での安全・高品
質・生産性の追求に力を入れ、事業強化に努めています。
　また、東京・埼玉・茨城で強固な地盤を持つEC物流会社である
日本物流開発を完全子会社化し、EC物流の機能強化、企業価値
の向上を図りました。
　低温食品物流事業では、独自の高付加価値サービスを提供する
「AZ-COM 7PL」(アズコム セブン・パフォーマンス・ロジスティク
ス／7つの経営支援機能を付加した3PL）による物流品質の均質
化、機能拡張に取り組みました。今後も高品質なコールドチェーン
を生かして市場開拓に努めます。
　BCP物流事業は、大学の防災研究の有識者などをメンバーと
する「AZ-COM BCP対策諮問委員会」を設置し、「AZ-COM丸
和・支援ネットワーク」のパートナー企業と連携し、推進していま
す。東京都をはじめ、全国の地方自治体や企業からの要請を受
け、災害発生時の迅速な救援物資の輸配送や備蓄品のマネジメ
ントなどを行う協定を締結。北陸自動車道で最大約1,600台の自
動車が立ち往生した2021年1月の北陸豪雪では、大手CVS（コン
ビニエンスストア）チェーンからの要請を受け、広域物流支援を実
施しました。
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2020/3 2021/3

20,357 20,283

2020/3 2021/3

39,424
44,793

2020/3 2021/3

37,627

46,077

Financial Information

19.00円19.00円
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連結財務情報

配当実績と予測

■総資産
■純資産

財政状態
純資産総資産

キャッシュ・フローの状況

■営業キャッシュ・フロー ■投資キャッシュ・フロー ■財務キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の期末残高

当期末
2021年3月31日現在

73,191

25,708

前期末
2020年3月31日現在

48,423

26,328

2020/3

29.1

5.475

5.475

2021/3

43.5 40.8

2022/3
（予想）

     ※
9.475 9.50

19,00

9.50

内記念配当
3.75円

     ※
9.475
内記念配当
3.75円

2019/3

29.9

●配当性向（単位：％） 当社は2019年10月1日
付、また2021年1月1日
付で株式1株につき2株の
株式分割を実施いたしま
いした。当該株式分割に
伴う影響を加味し、遡及修
正を行った場合の1株あ
たりの指標の推移を記載
しております。
※2021年3月期（予想）
の配当につきましては創
業50周年の記念配当（中
間・期末それぞれ3.75円）
が含まれております。

売上高

経常利益

△4,576

14,040

2021/3

7,970

△3,548△3,459

2020/3

7,113

営業利益

親会社株主に帰属する当期純利益

2019/3 2020/3 2021/3 2022/3
（予想）

7,392
8,8008,262

6,046

2019/3 2020/3 2021/3 2022/3
（予想）

3,901
4,818

5,8505,536

4.55

4.55
9.10

10.95

112,113百万円112,113百万円 8,019百万円8,019百万円

5,536百万円5,536百万円8,262百万円8,262百万円

26,482百万円26,482百万円

2019/3 2020/3 2021/3

8,019
7,194

8,410

5,814

73,191百万円
（前連結会計年度24,768百万円増）（前連結会計年度619百万円減）

25,708百万円

40.3% 41.5% 18.2%

その他事業959百万円

食品物流 EC・常温物流 医薬・
医療物流

物 流 事 業 ドメイン別売上高構成比率

ドメイン別売上高 （単位：百万円）

物流事業111,154百万円111,154百万円

通期　　　通期予想（単位：百万円）

2019/3

85,590

2020/3

98,348
120,000

2021/3 2022/3
（予想）

112,113

2022/3
（予想）

前年同期比

14.0% 増

前年同期比

11.8 % 増

前年同期比

31.0% 増

前年同期比

14.9% 増

前年同期比

11.5% 増

2021年3月期 売上高112,113百万円2021年3月期 売上高112,113百万円

売上高44,793百万円 売上高46,077百万円
低温食品を中心とした食品物流において
は、取引先である食品スーパーマーケット
にて、外出自粛傾向に伴う内食需要の高
まりによる物量増加が業績に寄与しまし
た。

日用雑貨を中心とするＥＣ・常温物流にお
いては、新型コロナウイルス感染症の影
響に伴う消費行動の変化により、「ＥＣラス
トワンマイル当日お届けサービス」の需要
が堅調であることに加え、新たに受託した
３ＰＬ業務や輸配送業務が順次業績に寄与
しました。

売上高20,283百万円
医薬・医療物流においては、主要取引先で
あるドラッグストアをはじめとする既存取
引先にて、マスクや除菌関連などの感染
予防商品や巣ごもり需要の拡大が見られ
たものの、入国制限によるインバウンド需
要の落ち込みによる物量減少が影響いた
しました。

（前年同期比 13.6％増） （前年同期比 22.5％増） （前年同期比 0.4％減）
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●伏見稲荷●伏見稲荷

宇治川

奈
良
線

AZ-COM Logistics 京都

〒614-8302 京都府八幡市八幡カイトリ1-1
98

丸和グループ事業の 拡大に向けた取り組み丸和グループ事業の 拡大に向けた取り組み丸和グループ事業の 拡大に向けた取り組み丸和グループ事業の 拡大に向けた取り組み
既存顧客の深耕による事業の拡大Action 1 関西エリアにおける戦略的な物流ネットワークの基盤づくりAction 2

市川食品物流センター AZ-COM Logistics 京都
　埼玉県を中心とした関東エリアで展開する、大手食品スーパー
マーケットの専用センターの倉庫管理・運営業務を新たに受託し、
2021年2月より稼働開始いたしました。
　当センターは、かねてよりお取引いただいているお客様から、
当社の物流サービスに対し高く評価をいただいたことで、今回の
新たな業務の受託に繋がっております。
　今後もお客様からご評価いただける高品質の物流を提供し、
お客様への高付加価値の創出に尽力してまいります。

　2020年11月、京都府八幡市に当社の子会社の株式会社関西
丸和ロジスティクスが新たな物流拠点として「AZ-COM 
Logistics 京都」の稼働を開始いたしました。
　当センターは関西全域への輸配送をカバーできる物流適地に
位置し、且つ三温度帯（常温・冷蔵・冷凍）でのオペレーションが
可能な設備を整えております。
　また、本社機能も備えており、事務・管理業務の効率化が図ら
れております。さらに会議室や講堂を併設し、人材育成やコミュ
ニケーションの活性化を図る場として、お客様のみならず従業員
にとっても満足度の高いセンターとして設計されております。

■ お客様の戦略に沿ったセンター運営
■ 商流・物流・店舗運営全体の最適化

■ 環境面に配慮した省エネ設備や太陽光パネル
■ BCP拠点として非常用予備発電機を設置

センターの特徴

センターの特徴

　私はセンター長としてセンター運営に関わる全体の数値管理と現場マネジメント業務に取り
組んでおります。当センターではお客様と共同でセンター運営を行っております。他センター
とは異なり、当社の食品物流運営部と運行システム運営部がタッグを組んで運営に従事してお
り、「食品のプロ」と「配送のプロ」が結束してお客様の事業発展に貢献しております。お客様と
一緒にセンターを運営しているからこそできる、レスポンスの早い問題解決を意識し、運行シス
テム運営部とのコミュニケーション強化により、他部門また他社には真似のできない、庫内運営
と集車力をもってお客様に良質なサービスを提供してまいります。

市川食品物流センター
センター長
岡田 貴志
（入社8年目）

案　内
マップ

Information
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企 業 情 報

■ 会社概要　（2021年3月31日現在）
社 名

本社所在地

本社営業所

東 京 本 部

設 立

資 本 金

事 業 内 容

従 業 員 数

事 業 所

株式会社丸和運輸機関

〒342‒0008 埼玉県吉川市旭7番地1

〒342‒8505 埼玉県吉川市あさひ桃太郎1‒1‒1

〒100‒0005 東京都千代田区丸の内1-8-2

　　　　　　（鉃鋼ビルディング 5F）

1973（昭和48）年8月

2,665百万円

サードパーティ・ロジスティクス（3PL）事業 等

連結12,882名（内パート9,252名）

全国166拠点（全グループ含む）

埼玉、東京、神奈川、千葉、群馬、栃木、

北海道、岩手、宮城、愛知、大阪、京都、福井、

兵庫、滋賀、岡山、広島、高知、福岡　他

■ 株式の状況　（2021年3月31日現在）
発行済株式総数 128,797,120株
株　　主　　数 7,760名

■証券会社　
　0.31％
　405,643株

■外国人　3.23％
　4,155,776株

■金融機関　
　10.18％
　13,118,110株 ■個人・その他

　（自己名義株式含む）

　44.04％
　56,717,789株

■その他国内法人　
　42.24％
　54,399,802株

役 員
代表取締役社長 和佐見　勝
取締役 山本　輝明
取締役 葛野　正直
取締役 藤田　勉
取締役 河田　和美
取締役 小倉　友紀
取締役 橋本　英雄
取締役 田中　博
取締役 岩﨑　哲律

取締役（社外） 廣瀬　權
取締役（社外） 山川　征夫
取締役（社外） 本橋　克宣 
取締役（社外） 舘　逸 志  

常勤監査役 田中　茂
監査役（社外） 岩崎　明
監査役（社外） 三浦　洋

株主名　　　　　　   所有持株数（千株）　持株比率（％）

※当社は、自己株式を2,748,478株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
※持株比率は自己株式を控除して計算しております。

株式会社WASAMI 43,200 34.27
和佐見 勝 32,368 25.68
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 5,190 4.12
株式会社マツモトキヨシホールディングス 5,038 4.00
丸和運輸機関社員持株会 2,539 2.01
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 2,536 2.01
トーヨーカネツ株式会社 1,828 1.45
株式会社ダスキン 1,600 1.27
株式会社埼玉りそな銀行 1,287 1.02
立澤 勝美 1,131 0.90

■ 大株主の状況

■ 所有者別株式分布状況
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（2021年6月28日現在）

Topics
　丸和運輸機関グループでは、激変する環境・経済・社会の総合的な課題解決に取り組み、CSV（社会との共有価値の創造：Creating 
Shared Value）を実現できる21世紀型のマネジメント体制とするため、SDGs項目に対する４つのテーマに対応してまいります。

　2021年1月に北陸地方を中心として豪雪被害が発生いたしました。この豪雪に
より、高速道路で通行止めが発生し、北陸自動車道では乗用車・トラック最大
約1,600台※が走行不能となり、商品の配達遅延、店舗における欠品が生じて、
地域の皆様の生活に大きな影響が出ておりました。当社ではお客様の要請を受け、
非被災地（関東・関西）で手配した緊急車両50台を被災地に向け配車する広域
物流支援を実施し、お客様の事業継続に貢献いたしました。
　丸和運輸機関グループでは今後もBCP物流事業を通じて、各自治体・各企業
との連携を強化することで、安心・安全・安定した物流インフラを整備し、皆様の
生活を支える物流基盤の構築を推進してまいります。

今後も当社グループでは、「地域社会の発展と豊かな社会づくり」を目指し、持続的な成長と企業価値向上を実現してまいります。

北陸地域にて豪雪被害における災害対応の実施

日本を支えるパートナーシップを目指して事例 1

物流会社としてあるべき姿を目指すために

配送効率化／省人化・省力化
CO2排出量の削減／低公害車の導入

街にひとにやさしい会社へ

エネルギー使用量の低減／再生可能エネルギー導入
廃棄物の抑制

日本を支えるパートナーシップを目指して

BCP物流の展開
協力会社間の格差解消

次世代を共に創り、支える力を

雇用・働き方の多様化
安全・衛生の向上

持続的な成長を
実現するための

4つの
テーマ

豪雪被害

当社ホームページでは、ニュースリリースを
はじめ、詳しい事業案内やIR情報など充実
した情報を適時、掲載しています。

HPはこちらから IR情報はこちらから

IR情報ページ
▶トップメッセージ
▶業績ハイライト
▶IRニュース
▶コーポレートガバナンス
▶IRライブラリ
▶株式情報

ホームページのご紹介

最新情報をいち早く！

https://www.momotaro.co.jp

「SDGs・BCPへの取り組み」

※出典：国土交通省ホームページ

丸和運輸　第48期［期末］　P10-11 A



株主メモ
毎年4月1日から翌年3月31日まで

毎年6月

毎年3月31日

期末配当の基準日　毎年3月31日

中間配当の基準日　毎年9月30日

上記のほか、基準日を定めて剰余金の配当をすることがで

きます。

100株

みずほ信託銀行株式会社

（https://www.mizuho-tb.co.jp）

東京都中央区八重洲一丁目2番1号

みずほ信託銀行株式会社 本店証券代行部

東京都中央区八重洲一丁目2番1号

みずほ信託銀行株式会社 証券代行部

（https://www.mizuho-tb.co.jp/daikou/index.html）

〒168‒8507 東京都杉並区和泉二丁目8番4号

0120‒288‒324（フリーダイヤル）

（土・日・祝日を除く 9：00～17：00）

当社の公告方法は、電子公告としております。

ただし事故その他やむを得ない事由により電子公告をする

ことができないときは、日本経済新聞に掲載しております。

当社の公告掲載URLは次のとおりです。

https://www.momotaro.co.jp/

1.株主様の住所変更その他各種お手続につきましては、

　原則としてお取引きをされている証券会社等でのお取り

　扱いとなります。

2.特別口座の株式に関するお手続につきましては、みずほ

　信託銀行でのお取り扱いとなります。

事 業 年 度

定 時 株 主 総 会

株 主 確 定 基 準 日

剰 余 金 の

配 当 基 準 日

1 単 元 の 株 式 数

株 主 名 簿 管 理 人

事 務 取 扱 場 所

郵 便 物 送 付 先

電 話 照 会 先

公 告 掲 載 方 法

各 種 お 手 続 の

お取り扱いについて

本社所在地：〒342‒0008 埼玉県吉川市旭 7番地 1
本社営業所：〒342‒8505 埼玉県吉川市あさひ桃太郎 1‒1‒1　ＴＥＬ 048‒991‒1000
東 京 本 部：〒100-8235 東京都千代田区丸の内桃太郎（鉃鋼ビル本館５階）TEL 03-3261-1000

証券コード：9090

３PL＆プラットフォームカンパニー
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